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研究内容 

社会産業に貢献すべく、「植物」と「ナノ加工技術」の高度利用による電子機能性材料を産学官連携によ

り教育研究している。 

・高植物由来率機能性有機・無機ハイブリッド材料の開発

・ナノインプリント用ガス透過性モールド材料の開発

・マイクロ・ナノインプリント用機能性被転写材料の開発

・医療・医薬品材料用水溶性パターニング高分子材料の開発

・極端紫外光（EUV）・電子線（EB）リソグラフィ用水現像性レジスト材料の開発

研究室の研究設備は、原料合成、分離、有機合成、高分子重合、レーザー重合、精製、フォーミレーシ

ョン、ボールミル混錬、スピン塗布、成膜（CVD）、射出成型、熱プレス成型、光パターニング装置、高

精度電子線描画装置、真空・熱・光ナノインプリント装置、RIE プラズマエッチング装置、共焦点レーザ

ー顕微鏡、赤外分光エリプソメーター、光学顕微鏡、ガス透過率測定装置、GPC、GC、ラマン分光装置、

FTIR、TG-DTA、DSC、自動接触角測定計、UV 吸収計、非接触膜厚計、ナノインデンター、FE-SEM、

簡易 SEM、走査プローブ顕微鏡（ウエット）、マイクロスコープ、及び簡易クリーンルームを保有してい

る。 

また、富山県工業技術センター、富山県ものづくりセンター、大阪大学、文部科学省ナノテクノロジー

プラットフォーム、及びテキサス大学 National Nanotechnology Infrastructure Network(NNIN 米

国)等の連携機関の大型・量産型装置を利用している。 

ナノ加工・化学工学・医療・医薬品材料工学の社会産業分野おける環境への先駆的取り込みを、産学官

連携チームから世界にアピールし、地域経済の活性化を目指している。 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

・ナノインプリント用ガス透過性モールド材料の開発

ナノインプリント用ガス透過性モールド材料の開発により、ナノインプリントモールドが巻き込む空気

のかみ込みによる成型不良（ガス抜き性）とモールド汚れ等の視認性が改善できる目的がある。更に、ナ

ノインプリント被転写材に揮発性溶媒の使用が可能となり、被転写材の分子系選択性が広がる結果、機能

性フィルム等の新製品の高付加価値化が可能となる利点もある。石英や金属等の非ガス透過性モールド材

料（従来技術）と異なり、ナノインプリント用ガス透過性モールド材料は、優位性がある。 

・極端紫外光（EUV）・電子線（EB）リソグラフィ用水現像性レジスト材料の開発

アクリル樹脂やエステル樹脂等の石油由来合成高分子を主成分とする半導体用レジスト材料の現像液

（従来技術）には、強アルカリ液 水酸化テトラメチルアンモニウム (TMAH)が使用されている。「化学

品の分類および表示に関する世界調和システム（The Globally Harmonized System of Classification 

and Labelling of Chemicals, GHS）」によれば、TMAH の急性毒性は小さいものの、弱い生態毒性を

有することが報告されている。有害物質製品規制が欧州を中心に強化されており、近い将来、環境に配慮

した浄化処理技術や TMAH の置き換え等の対応が要求される事例が想定される。より環境配慮に優れた

水現像性レジスト材料は優位性を示す。 
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実用化 

活用例 

ナノインプリント用ガス透過性モールド材料と微細加工技術の開発は、加工寸法 10 nm の次世代半導

体製造のみならず、プラスチックや複合材料の射出・プレス成型から、LCD、LED、MEMS・NEMS、

太陽電池、及びバイオセンサー等までのデバイス製造の広域な産業用途における実用化を進めている。 

・ナノインプリント用ガス透過性モールド材料の開発

・極端紫外光（EUV）・電子線（EB）リソグラフィ用水現像性レジスト材料の開発

共同研究に

ついて 

植物素材とナノ加工法を工夫して、電子機能性材料の基礎研究や企業様の製品・技術の高付加価値化を

進めている。科学および商業化の両方に貢献でき、競争優位性を持つ技術の創出を持続的に進めていく。

また、大学の研究シーズを活用する取り組みだけでなく、①企画、②研究、➂開発、そして④事業化と

いう研究開発モデルにおいて、①企画の課題抽出段階から連携する研究開発に取り組み、④事業化の社会

実践を前提とした産学連携の領域拡大を進める。複数の国内外の他機関や顧客となる戦略企業を巻き込ん

だ新事業創出を進めていく方針である。 

更に共同研究を通して、民間企業での開発経験を利用した社会人博士号取得（英語学術論文投稿）をサ

ポートする。大学に集まる教員や他企業研究員とも交流し、多様性に富んだ人材育成に貢献する。 
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